
170

４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性
４．２ 総合評価
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４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性
４．２ 総合評価
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断層名 断層長さ

陸
域

加護坊山－箟岳山断層 約17km

旭山撓曲・須江断層 約16km

2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層 約12km

30km
以遠※

長町－利府線断層帯 約40km

北上低地西縁断層帯 約62km

山形盆地断層帯 約60km

福島盆地西縁断層帯 約57km

双葉断層 約40km

横手盆地東縁断層帯 約56km

1962年宮城県北部地震震源断層 約12km

一関－石越撓曲 約30km

海
域

Ｆ－２断層・Ｆ－４断層 約27.8km

Ｆ－５断層 約11.2km

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層 約23.7km

Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層 約24.2km

Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層 約38.7km

ｆ－１３断層 約3.3km

ｆ－１４断層 約5.1km

ｆ－１５断層 約3.7km

＊網地島南西沖で１測線のみで認められる断層 ―

30km
以遠※

Ⅲ断層 約41km

Ⅳ断層 約43km

Ⅴ断層 約31km

震源として考慮する活断層
� 震源として考慮する活断層のうち下図の赤網掛けで示す断層について，連動する可能性の検討を行った。
� 連動する可能性の検討にあたり，まず，仙台湾北部の地質構造に関する検討を行った（下図の緑点線）。

※ 敷地から半径30km以遠の断層については文献調査結果に基づき評価

双葉断層

F－15断層・F－16断層

f－15断層

f－13断層

f－14断層

F－6断層～F－9断層

F－5断層

F－2断層・F－4断層

北上低地西縁断層帯

加護坊山－箟岳山断層

旭山撓曲・須江断層

南部セグメント断層
2003年宮城県中部の地震

山形盆地断層帯

長町－利府線断層帯

福島盆地西縁断層帯

女川原子力発電所

＊

F－12断層～F－14断層

50km250

震源として考慮する活断層

横手盆地東縁断層帯
Ⅲ断層

Ⅳ断層

Ⅴ断層

1962年宮城県北部地震震源断層

一関－石越撓曲

４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性

第316回審査会合（H28.1.8）

資料1 p6 一部修正
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� 須江断層の南端

� 反射法地震探査Ａ－ｂ測線にて断層が存在しないことを確認していることから，Ａ－ｂ
測線を南端とし， Ａ－ｂ測線以南へは連続しないと評価。

� Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層の北端

� 海上音波探査Ｍ３測線にて断層が存在しないことを確認していることから，Ｍ３測線を
北端とし，Ｍ３測線以北へは連続しないと評価。

� 須江断層とＦ－１２断層～Ｆ－１４断層の連続性

� 文献に記載されている「石巻湾断層」の存在可能性については，海野ほか（2004）に
「石巻湾断層」が南方の仙台湾に直線的に延長する可能性を示唆する記載があるこ
とから，「石巻湾断層」を提唱した中村（1990）「金華山沖海底地質構造図」の記載状
況を詳細に確認する。

� 仙台湾北部の海域には，音波散乱層の存在に伴う地質構造の不確実性があること
から，重力異常データに基づく地下深部構造（特に基盤の高まりの存在）及び2003年
宮城県中部地震等の地震の発生状況との対応関係の考察により，地球物理学的手
法を用いた断層の存否・位置に関する検討を行なう。

Ｍ３測線

４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性 【仙台湾北部の地質構造①】

Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層

Ａ－ｂ測線

第138回審査会合（H26.9.12）

資料3-1 p64 一部修正
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４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性 【仙台湾北部の地質構造②】

須江断層に対応

2003年宮城県中部
の地震南部セグメ
ント断層に対応

� 石巻湾断層を提唱した文献（中村（1990））によると，仙
台湾北部海域において断層を直線的には連続させてい
ない。

� 古期の正断層として記載。

� この部分では，新期のインバージョン活動はないと解釈。

� 海岸線沿いのNE-SW走向・北傾斜の部分は，2003年宮
城県中部の地震南部セグメント断層に対応。

中村光一（1990）：「金華山沖海底地質構造図」に加筆

Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層に対応

５km

第138回審査会合（H26.9.12）

資料3-1 p66 一部修正
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� 大局的には，高重力異常分布域の西縁の急勾配部に沿って地震が発生しており，重力異常分布に調和的な断層が想定される。

� 仙台湾北部の高重力異常分布の尾根状の張り出し部の北西縁に沿って，2003年宮城県中部の地震の前震が発生しており，南
部セグメント断層の存在が想定される。

⇒ 高重力異常分布の尾根状の張り出し部の南縁についても，地震を引き起こすポテンシャルを有する断層が存在している可
能性は否定できない。

４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性 【仙台湾北部の地質構造③】

１０km １０km

� 敷地周辺海域の高重力異常分布域は，概
ねＥ層（中・古生界）分布域に対応している。

� Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層及びＦ－１５断
層・Ｆ－１６断層が高重力異常分布域の南
西側の縁に対応している。

敷地周辺海域の地質図
（Ａ層，Ｂ層及びＣ層を除く）高重力異常分布域の張り出し

（基盤（中・古生界）のバリア）

◎仙台湾北縁に，Ｅ－Ｗ～ＷＮＷ－ＥＳＥ走向，南傾斜の逆断層（：仮想断層）が存在すると考えると調和的。
・文献は，断層を屈曲して示しており，仮想断層の存在を考えると調和的。

・仮想断層は，高重力異常分布域の張り出し（基盤の中・古生界の高まり）のバリアの存在と整合的。

・2003年宮城県中部の地震の南部セグメント断層の存在から，基盤の高まりの南側にも地震を引き起こすポテンシャルを有する断層（：仮想断層）が対称的な配置で存在する可能性は高い。

・なお，2002年8月24日の仙台湾の地震（Ｍｊ4.3）（地震予知連絡会，2003）は，Ｅ－Ｗ～ＷＮＷ－ＥＳＥ走向，南傾斜の逆断層的な断裂の存在を示唆し，仮想断層と調和的。

� 以上から，須江断層～Ｆ－１２断層は，直線的ではなく，仮想断層を含めて異なる走向の断層群が分布すると考えるのが合理的。

第138回審査会合（H26.9.12）

資料3-1 p70,71 一部修正
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� 敷地を中心とする半径約30km範囲の陸域及び海域の地質調査結果並びに半径約30km以遠の文献調査
結果に基づき，石巻平野から仙台湾及びその北方地域において，以下の①～⑨の断層についてそれぞれ
活動性を評価。

①北上低地西縁断層帯（＊） ： 62km

②一関－石越撓曲 ： 約30km

③1962年宮城県北部地震震源断層 ： 12km（Ｍ6.5）

④加護坊山－箟岳山断層 ： 17km

⑤旭山撓曲・須江断層 ： 16km

⑥2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層 ： 12km

⑦仙台湾北部の南傾斜の仮想震源断層 ： 約20km

⑧Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層 ： 24.2km

⑨Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層 ： 38.7km

� これらの断層は，個別の活動を基本とし，地震を引き起こす際の基本的なユニットと考えられる。

中田高・今泉俊文編（2002）「活断層詳細デジタルマップ」
に加筆

※参考に2008年岩手・宮城内陸地震の震源断層を表示

* ①北上低地西縁断層帯について，地震調査研究推進本部（2001）は，複数の
活断層セグメントの集合として「北部グループ」と「南部グループ」に区分し，さら
にこれら２グループを一連の起震断層として一括して評価していることから，北
上低地西縁断層帯は，２つの後述する連動しやすいグループの更なる長大な
連動に相当すると考えられる。

○ 個別の活断層セグメント

個別の活断層に相当

� ①ａ： 南昌山断層群

� ①ｂ： 上平断層群

� ①ｃ： 横森山断層

� ①ｄ： 法量野－浦沢断層

� ①ｅ： 天狗森断層

� ①ｆ： 出店断層

○ グルーピング

連動しやすいグループに相当

� ①Ａ： 北部グループ

� ①ａ： 南昌山断層群

� ①ｂ： 上平断層群

� ①ｃ： 横森山断層

� ①Ｂ： 南部グループ

� ①ｄ： 法量野－浦沢断層

� ①ｅ： 天狗森断層

� ① ｆ： 出店断層

○ 起震断層

２つの連動しやすいグループの更なる長大な連動に相当

� 北上低地西縁断層帯

� ①Ａ： 北部グループ

� ①Ｂ： 南部グループ

①

②

③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

(※)

女川原子力
発電所

100 20 30km

４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性 【検討対象断層】

第138回審査会合（H26.9.12）

資料3-1 p75 一部修正



177

中田高・今泉俊文編（2002）「活断層詳細デジタルマップ」
に加筆

①

②

③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

(※)

女川原子力
発電所

100 20 30km

※参考に2008年岩手・宮城内陸地震の震源断層を表示

いずれの断層も，大局的には西傾斜・西上がりの逆断層であり，現在の東西圧縮応力場で活動しや
すいという共通性を有していること，各断層間の離隔が小さいこと，断層端部の評価に不確かさを含
むこと等から，連動性の考慮について検討を行った。

１． 既往文献において，連動の観点から一連の断層帯として評価されている断層（群）については，連動しやすい
グループとして評価する。

� ①北上低地西縁断層帯については，文献に基づき，既に複数のセグメントの集合として評価される長大な断
層帯であり，１つのグループの位置付けとして扱うべき断層帯である。

２． 実際に発生した過去の地震活動において，短い時間差の間に，近接した場所で地震活動が認められた断層
（群）については，連動しやすいグループとして評価する。

� ④加護坊山－箟岳山断層，⑤旭山撓曲・須江断層及び⑥2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層に
ついては，2003年宮城県中部の地震の前震，本震及び最大余震が，各々数時間程度の時間差で発生した
状況を考慮し，連動しやすいグループの断層群として取り扱う。

３． 断層分布の幾何学的配置から，以下の断層の組合せについては，幾何学的に連動しやすい配置の位置関係
にあると考え，互いに連動しやすい断層のグループとして評価する。

（１）ほぼ同一線上の位置関係にある断層（群）

� ②一関－石越撓曲と③1962年宮城県北部地震震源断層

（２） 弧状配列，断層面の傾斜方向が互いに接するような方向・配置の断層（群）

� ②一関－石越撓曲と③1962年宮城県北部地震震源断層

� ④加護坊山－箟岳山断層，⑤旭山撓曲・須江断層と⑥2003年宮城県中部地震の南部セグメント断層

� ⑦仙台湾北部の南傾斜の仮想震源断層，⑧Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層と⑨Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層

（３）一方，断層面の傾斜方向が互いに反対方向で，断層面が離れていくような配置の断層については，連動しにく
い関係の断層（群）と考えられる。

� ③1962年宮城県北部地震震源断層と④加護坊山－箟岳山断層

� ⑥2003年宮城県中部地震の南部セグメント断層と⑦仙台湾北部の南傾斜の仮想震源断層（ ⑨Ｆ－１５断
層・Ｆ－１６断層）

４． なお，①北上低地西縁断層帯については，前述のとおり，６つの活断層セグメントで構成され，連動しやすいグ
ループに相当する北部グループと南部グループの２つのグループの，さらに保守的な連動に相当する，一連
の長大な断層帯として評価されていることから，②一関－石越撓曲との関係については考慮しない。

� 南部グループ自体が断層群端部で発散・分岐するような形態の分布を示す。

� ②一関－石越撓曲と（※）2008年岩手・宮城内陸地震の震源断層が合流するような位置関係にあり，地質
構造上の大きな境界となっている可能性が高いと考えられる。

４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性 【連動を考慮するグループの考え方】
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中田高・今泉俊文編（2002）「活断層詳細デジタルマップ」
に加筆

①

②

③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

(※)

（４）グループ ： 「仙台湾の断層群」

仙台湾北部の南傾斜の仮想震源断層（⑦）＋Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層（⑧）＋Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層（⑨） ： 約40km ＊

（２）

（４）

４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性 【まとめ】

（４）：約40km

（３）：約35km

（２）：約45km

（１）：62km

（３）

（１）

女川原子力
発電所

100 20 30km

※参考に2008年岩手・宮城内陸地震の震源断層を表示

＊北上低地西縁断層帯の断層長については，地震調査研究推進本部（２００１）による。その他の断層の断層長については，断層端点間の直線距離を計測。

⑨Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層

－

⑧Ｆ－１２断層
　～Ｆ－１４断層

⑦仙台湾北部の南傾斜
　の仮想震源断層

（４）グループ
　　　⑦＋⑧＋⑨

－ － － － － －

×

×

×

×

×

×

△ ○ ○ ○

⑤旭山撓曲・須江断層

－ ○ － ○ ○

⑥2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層

－

④加護坊山－箟岳山断層

（３）グループ
　　　④＋⑤＋⑥

－ ○ － ○ ○

－

－

－

－ － × × ×

②一関－石越撓曲
（２）グループ
　　　②＋③

－ － ○ ○ ○

③1962年宮城県北部地震震源断層

①北上低地西縁断層帯
○ ○＊

（１）グループ
　　　①

－ － －＊ ×＊

断層名
既往文献にて
一連の断層帯

として評価

過去に
短い時間差で
地震が発生

幾何学的配置

連動しやすいグループとして
連動を考慮ほぼ同一線上

弧状配列
（互いに断層面が

　接するような
方向・配置）

� 連動する可能性の検討にあたって，既往文献の連動評価の状況，過去の地震
の発生状況及び断層分布の幾何学的配置状況を踏まえ，以下のとおり，（１）
グループ～（４）グループの４つの連動しやすいグループとして，各々連動を考
慮する。

（１）グループ ： 「北上低地西縁断層帯」

北上低地西縁断層帯（①） ： 62km＊

（２）グループ ： 「岩手・宮城県境の断層群」

一関－石越撓曲（②）＋1962年宮城県北部地震震源断層（③） ： 約45km ＊

（３）グループ ： 「石巻平野周辺の断層群」

加護坊山－箟岳山断層（④）＋旭山撓曲・須江断層（⑤）＋2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層（⑥） ： 約35 km ＊

＊ ①北上低地西縁断層帯は，文献に基づき，既に複数のセグメントの集合として評価された長大な断層帯であり，

１つのグループとして扱うため，隣接断層との連動しやすいグループまでは考慮しない。

【連動性評価のまとめ】
１．地質調査の結果に基づき，既往文献の連動評価の状況，過去の地震の発生状況及び断層分布の幾何学的配置状況を

踏まえ，４つの連動しやすいグループの断層群について，各々連動を考慮して評価する。
２．断層間の力学的影響に関する検討の結果も参照しつつ，地質調査結果及び⊿ＣＦＦの検討手法の不確実性も考慮した

上で，保守的な連動評価においても，地震動評価（内陸地殻内地震）にて取り扱う。

第138回審査会合（H26.9.12）

資料3-1 p77 一部修正



179

� 隣り合う断層間の力学的影響について，⊿ＣＦＦにより検討を行なった結果，既往文献の連動評価の状況，過去の地震の発生
状況及び断層分布の幾何学的配置状況を踏まえた（１）グループ～（４）グループの４つの連動しやすいグループの評価と概ね
整合的な結果となった。

� 連動しやすいグループ内の断層について，断層間の力学的影響に関する⊿ＣＦＦの検討結果によれば，いずれも互いに顕
著な促進傾向を示す。

⇒ グループ内の断層は，いずれも連動しやすい関係にあると考えられる。

� 異なるグループ間の境界部の断層について，断層間の力学的影響に関する⊿ＣＦＦの検討結果によれば，基本的にはい
ずれも互いに抑制傾向を示す。

⇒ 異なるグループ間の境界部の断層は，基本的には連動しにくい関係にあると考えられる。
� なお，「（１）グループの①北上低地西縁断層帯と（２）グループの②一関－石越撓曲」については，弱い促進傾向を示すこと

から，（１）グループと（２）グループについては，連動の可能性が否定できないとの結果を得た。
⇒ ただし，①断層（北上低地西縁断層）は，「６つの活断層セグメント」，「２つの連動しやすいグループ」で構成されている

断層群を，１枚の断層モデルで表現しているため，過度に保守的な評価となっている可能性がある。

＊ ①北上低地西縁断層帯は，文献に基づき，既に複数のセグメントの集合として評価された長大な断層帯であり，

１つのグループとして扱うため，隣接断層との連動しやすいグループまでは考慮しない。

⑨Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層

△ ○

幾何学的配置

ほぼ同一線上

弧状配列
（互いに断層面が

　接するような
方向・配置）

－

○

×

○

○

×

×

－

－

－ －

－

－

○

○

－

○ ○
○

（顕著な
促進傾向）

○
（顕著な

促進傾向）

⑧Ｆ－１２断層
　～Ｆ－１４断層

×
（抑制傾向）

×
（抑制傾向）

⑦仙台湾北部の南傾斜
　の仮想震源断層

（４）グループ
　　　⑦＋⑧＋⑨

－ － － －

○
（顕著な促進傾向）

⑥2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層

－

－

×

×

×

×

－ － ○
○

（顕著な促進傾向）
⑤旭山撓曲・須江断層

－ － ○

○
○

（顕著な促進傾向）
③1962年宮城県北部地震震源断層

－ × ×
×

（抑制傾向）
④加護坊山－箟岳山断層

（３）グループ
　　　④＋⑤＋⑥

－ －
＊

×
＊ △

（弱い促進傾向）
②一関－石越撓曲

（２）グループ
　　　②＋③

－ ○

①北上低地西縁断層帯
○ ○

＊
（１）グループ
　　　①

断層名
既往文献にて
一連の断層帯

として評価

連動しやすいグループとして
連動を考慮

（参考）
力学的影響の検討結果（⊿ＣＦＦ）

過去に
短い時間差で
地震が発生

連動しにくいとするグループ間について，各断層間の力学的影響について検討を行った。

� 連動しやすいグループ内の断層の力学的影響の検討

� 異なるグループ間の境界部の断層の力学的影響の検討

⇒ 各断層が活動した際の力学的影響について，⊿ＣＦＦによる検討を行い，両者を比較検討

グループ分けと断層の位置図
注１：黒線は地表トレースを示す。
注２：各色の矩形は各断層面を示す。

連動しやすいグループ内の力学的影響の検討例
（３）グループ内の断層間（④⇔⑤，⑤⇔⑥）の力学的影響検討

異なるグループ間の境界部の力学的影響の検討例
（２）グループ③断層／（３）グループ④断層間の力学的影響検討

４．総合評価

【参考】断層間の力学的影響の検討
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４．総合評価

４．１ 敷地周辺で評価する活断層の連動可能性
４．２ 総合評価
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資料1 p6 一部修正

４．総合評価

４．２ 総合評価

断層名 断層長さ
連動考慮※3

グループ 断層長さ

陸
域

加護坊山－箟岳山断層 約17km （３）

約35km旭山撓曲・須江断層 約16km （３）

2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層 約12km （３）

30km
以遠※1

長町－利府線断層帯 約40km －

北上低地西縁断層帯 約62km （１） 約62km

山形盆地断層帯 約60km －

福島盆地西縁断層帯 約57km －

双葉断層 約40km －

横手盆地東縁断層帯 約56km －

1962年宮城県北部地震震源断層 約12km （２）
約45km

一関－石越撓曲 約30km （２）

海
域

Ｆ－２断層・Ｆ－４断層 約27.8km －

Ｆ－５断層 約11.2km －

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層 約23.7km －

仙台湾北部の南傾斜の仮想震源断層※2 約20km （４）

約40kmＦ－１２断層～Ｆ－１４断層 約24.2km （４）

Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層 約38.7km （４）

ｆ－１３断層 約3.3km －

ｆ－１４断層 約5.1km －

ｆ－１５断層 約3.7km －

＊網地島南西沖で１測線のみで認められる断層 － －

30km
以遠※1

Ⅲ断層 約41km －

Ⅳ断層 約43km －

Ⅴ断層 約31km －

震源として考慮する活断層
� 敷地周辺で実施した文献調査，空中写真判読，地質調査，海上音波探査等の結果を踏まえ，

後期更新世以降（約12～13万年前以降）の活動が否定できない断層等について，震源として
考慮する活断層を，以下のとおり評価した。

※1：敷地から半径30km以遠の断層については文献調査結果に基づき評価した。
※2：連動可能性を考慮する上で仮想的に設定する断層。
※3：さらに保守的な観点から，地震動評価では（１）～（４）が連動した場合も考慮する。
黄色網掛けした断層等は，申請時（H25.12.27）から評価が変更になったものを示す。

双葉断層

F－15断層・F－16断層

f－15断層

f－13断層

f－14断層

F－6断層～F－9断層

F－5断層

F－2断層・F－4断層

北上低地西縁断層帯

加護坊山－箟岳山断層

旭山撓曲・須江断層

南部セグメント断層
2003年宮城県中部の地震

山形盆地断層帯

長町－利府線断層帯

福島盆地西縁断層帯

女川原子力発電所

＊

F－12断層～F－14断層

50km250

仙台湾北部の南傾斜の仮想震源断層

震源として考慮する活断層

横手盆地東縁断層帯
Ⅲ断層

Ⅳ断層

Ⅴ断層

1962年宮城県北部地震震源断層

一関－石越撓曲

（１）

（２）

（３）

（４）
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４．総合評価

【参考】敷地周辺の主な活断層による地震の影響評価
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F-2断層・F-4断層による地震

F-6断層～F-9断層による地震

f-13断層による地震

福島盆地西縁断層帯による地震

Ⅳ断層による地震

F-15断層・F-16断層による地震

(h=0.05)

� 敷地周辺の活断層による地震について，地震規模と等価震源距離で整理し，検討用地震の対象として右下の表に示す６つの断層を選定した。

� これらの断層について，Noda et al.（2002）の応答スペクトルによる比較を行った。

� その結果，「福島盆地西縁断層帯による地震」，「Ⅳ断層による地震」 ，「Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層」，「Ｆ－２断層・Ｆ－４断層」及び「ｆ－１３断層による地震」は，
「Ｆ－６断層～Ｆ－９断層」に比べ，敷地への影響が小さいことを確認した。

� 上記の詳細な検討内容については，「基準地震動策定のうち内陸地殻内地震について」により説明（第316回審査会合 資料１）。

地 震
マグニチュード

Ｍ
等価震源距離

(ｋｍ)

福島盆地西縁断層帯による地震 7.8 103

Ⅳ断層による地震 7.6 82

Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層による地震 7.5 39

Ｆ－２断層・Ｆ－４断層による地震 7.2 24

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層による地震 7.1 19

ｆ－１３断層による地震 6.7 17

内陸地殻内地震の検討用地震の選定に用いた地震の諸元

※ 地震規模は松田（1975）による。 また，等価震源距離は一様断層を仮定して算定した。
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４．総合評価

【参考】連動を考慮する断層群による影響評価
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北上低地西縁断層帯による地震

仙台湾の断層群による地震

(h=0.05)

連動の
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

活断層群による地震
活断層

長さ
(ｋｍ)

マグニチュード
M

等価
震源距離

(ｋｍ)

（1） 北上低地西縁断層帯による地震（※1） 61.1 7.8 113

（2） 岩手・宮城県境の断層群による地震（※2） 43.8 7.6 58

（3） 石巻平野周辺の断層群による地震（※2） 44.0 7.6 31

（4） 仙台湾の断層群による地震（※2） 43.1 7.6 31

※1：地震調査研究推進本部(2009）等に基づく。等価震源距離は，一様断層を仮定して算定。
※2：断層位置は地質評価結果による。断層長さは断層モデルによる。地震規模は松田（1975）による。

等価震源距離は一様断層を仮定して算定。

検討用地震の対象として連動を考慮する断層群

� 連動を考慮する４つのグループのうち，断層位置，形状，地震規模と距離の比較から検討用地震として，（１）と（４）を選定し，Noda et al.（2002）の
応答スペクトルによる比較を行った。

� その結果，「北上低地西縁断層帯による地震」は，「仙台湾の断層群による地震」に比べ，敷地への影響が小さいことを確認した。

� 上記の詳細な検討内容については，「基準地震動策定のうち内陸地殻内地震について」により説明（第316回審査会合 資料１）。
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４．総合評価

【参考】北上低地西縁断層帯～仙台湾の断層群の保守的な連動評価
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北上低地西縁断層帯～仙台湾の断層群による地震

(h=0.05)

活断層群による地震
活断層

長さ
(ｋｍ)

マグニチュード
M

等価
震源距離

(ｋｍ)

北上低地西縁断層帯～仙台湾の断層群による地震
〔(1)＋(2)＋(3)＋(4)〕

192 8.1 40

保守的な観点から連動による影響評価を実施する断層群

� さらに保守的な観点から北上低地西縁断層帯から仙台湾の断層群が連動した場合の敷地への影響について，Noda et al.（2002）の
応答スペクトルを示す。

� 上記の詳細な検討内容については，「基準地震動策定のうち内陸地殻内地震について」により説明（第316回審査会合 資料１）。

※ 地震規模は武村（1990）による。 また，等価震源距離は断層モデルによる。
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用語 解説 出典

グリーンタフ 緑色凝灰岩。変質して緑色を呈する珪長質～苦鉄質の火山岩が主体。 地学団体研究会（1996）

撓曲 厚く重なった地層や地殻の一部が曲がる現象。 地学団体研究会（1996）

インバージョン 初めに正断層として活動した断層が，その後逆断層に変化する現象。 狩野・村田（1998）

アバット 不整合の一形式。新期の地層の層理面が，その不整合面と著しい角度で斜交し，ぶつかっているような状態。 地学団体研究会（1996）

バックスラスト 多くの衝上断層とは逆に，後背地の方向に衝上する断層。逆向き衝上断層。 狩野・村田（1998）

フロントマイグレーション 逆断層線の低地側への移動現象。 池田ほか(2002)

海釜 円形，楕円形，三日月形をした海底の小さな凹地。 地学団体研究会（1996）
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